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要約 

・ COVID-19 のパンデミックにより、ヨーロッパの多くの心臓リハビリ

（心リハ）センターは閉鎖を余儀なくされた。 

・ 心血管疾患患者への心リハのコアコンポーネントの配信を維持す

るために遠隔心リハのような代替案の要求が高まっている。 

・ 遠隔心リハについて下記の内容のエビデンスが記載されている。 

・ 遠隔心リハの定義、遠隔での運動療法、遠隔での禁煙指導、遠隔

での高血圧管理、遠隔での糖尿病管理、遠隔での食事指導、遠

隔での患者教育等。 

・ COVID-19 パンデミック期に遠隔心リハを設定する実際の方法に

ついて下記の内容が記載されている。 

・ 遠隔での患者の評価法、患者の選択方法、配信手段、遠隔での

監視の方法。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

 

・ 遠隔心リハに関する研究の最新情報を提供し、COVID-19 パンデ

ミック期における遠隔での包括的心リハを設定するための実用的

なガイドを提供している。 

・ COVID-19 パンデミック期が終了した後、定期的に心リハセンター

に訪れることができない心血管疾患患者にも適応できる可能性が

ある。 


